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議案１

 2022（令和４）年度  同窓会事業報告

　１月　８日（土）	 第７２期生（令和２年３月卒）成人記念同期会（京成ホテルミラマーレ）
	 生徒２５５名、　役員６名、　恩師１０名　　合計２７１名参加

　１月　９日（日）	 第７１期生（平成３１年３月卒）成人記念同期会（京成ホテルミラマーレ）
	 生徒１８０名、　役員５名、　恩師６名　　　合計１９１名参加

　１月２２日（土）	 令和４年度　定時理事会（母校講堂）

　１月３１日（月）	 今春卒業同窓会代表生徒と事務局長の打合わせ会（母校大会議室）

　２月　５日（土）	 令和４年度　総会・懇親会　開催延期を決定
	 コロナ感染拡大で、８月２８日（日）に延期し懇親会のみ開催を予定

　２月１５日（水）	 同窓会報発行（第５１号）

　３月１８日（金）	 卒業記念品（卒業証書ホルダー）贈呈

　５月１４日（土）	 名簿管理システムに第７４期生（令和４年卒）名簿データを追加

　６月２８日（火）	 卒業生講演会（１年・総合学習）　講師：昭和５５年卒の同窓生

　８月１６日（火）	 ８月２８日に開催予定の令和４年度懇親会を中止し、見送り通知を発送

１０月２２日（土）	 第７３期生・成人記念同期会打合わせ（京成ホテルミラマーレ）

１０月２５日（火）	 卒業生講演会（２年・総合学習）「先輩に学ぶ」

１１月　１日（火）	 同窓会報原稿執筆依頼発送

１１月　７日（月）	 第７３期生・成人記念同期会案内発送

１２月　９日（金）	 令和５年度　定時理事会案内発送

１２月２３日（金）	 令和５年度　総会・懇親会案内発送

	 インターンシップ事業協力（１年希望者対象）

※中学校総合学習協力　社会人講演会　＜中止＞
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2022（令和４）年度　同窓会会計決算書
令和４年１月１日〜令和４年12月31日

議案２
議案２

2022（令和４）年度　同窓会会計決算報告書
令和４年１月１日 ～ 令和４年１２月３１日

Ⅰ．一般会計
１．収入の部 総額 16,951,511 円

区分 予算額 収入額 増減 備考
繰越金 2,364,467 2,364,467 0 
同窓会入会金 1,600,000 1,587,500 -12,500 
寄付金 0 355 355 
会報寄付金 1,000,000 1,411,747 411,747 
名簿売上金 0 108,890 108,890 
雑収入 1,000 471 -529 預金利息
特別収入 11,478,081 11,478,081 0 旧同窓会基金※１より繰入
計 16,443,548 16,951,511 507,963 
※１　旧同窓会基金：基金、１３０周年教育環境整備基金、１３０周年記念名簿会計

２．支出の部 総額 4,283,393 円
区分 予算額 支出額 予算残額 備考

(1) 事業費 3,550,000 3,584,978 -34,978 
卒業記念費 150,000 134,402 15,598 卒業証書ホルダ
会報発行費 450,000 522,500 -72,500 同窓会報51号印刷
会報配布費 800,000 1,146,563 -346,563 同窓会報個別51号個別発送
卒業生講演会費 150,000 90,000 60,000 高校総合学習
学校活動振興費 100,000 60,000 40,000 中学校社会人講演会
委員会活動費 50,000 0 50,000 委員会打ち合わせ
支部援助費 300,000 0 300,000 葛の花会通信費補助等
成人記念同期会支援費 1,200,000 1,245,963 -45,963 71、72期の２年度開催　成人記念同期会
名簿管理システム整備費 350,000 385,550 -35,550 名簿管理システム維持

(2) 運営費 980,000 698,415 281,585 
会議費 100,000 97,495 2,505 理事会・常務役員会
印刷費 200,000 82,310 117,690 総会理事会資料等印刷
通信費 300,000 330,108 -30,108 総会・理事会案内はがき・電話料
慶弔費 50,000 0 50,000 弔電・生花
渉外費 150,000 150,000 0 会長渉外費
事務局関係費 50,000 36,916 13,084 ホームページ維持管理・事務用品
事務局整備費 80,000 0 80,000 事務局通信機器等整備
雑費 50,000 1,586 48,414 振込手数料

(3) 母校支援金 300,000 0 300,000 部活動支援
(4) 予備費 11,613,548 0 11,613,548 
計 (1)+(2)+(3)+(4) 16,443,548 4,283,393 12,160,155 

３．差引残高　(次年度繰越金） 総額 12,668,118 円

Ⅱ．同窓会基金
１．収入の部 総額 117,562,234 円

区分 予算額 収入額 増減 備考
(1) 繰越金 116,915,954 116,915,954 0 旧同窓会基金※２より振替
(2) 特別収入 0 644,494 644,494 石田康治氏遺贈
(3) 雑収入 2,000 1,786 -214 定期預金利息
計 116,917,954 117,562,234 644,280 
※２　旧同窓会基金：基金、清水基金、石田基金、１３０周年教育環境整備基金、１３０周年記念名簿会計

２．支出の部 総額 11,478,081 円
区分 予算額 支出額 予算残額 備考

(1) 一般会計への繰入金 11,478,081 11,478,081 0 旧同窓会基金※１へ振替
(2) 事業費 0 0 0 
(3) その他 0 0 0 
計 11,478,081 11,478,081 0 

３．差引残高　(次年度繰越金） 総額 106,084,153 円
※３　繰越金内訳　清水基金10,100,844円　石田基金95,983,309円　　

以上，報告いたします。　　　　　　令和５年１月１３日
会計：　 山田千代子　     　　　　　　　

監査の結果，適正であったと認めます。　　令和５年１月１６日
監査：　山本　康昭　　　    　　 小澤　　晃
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2023（令和５）年度  同窓会事業計画（案）

　１月　７日（土）	 第７３期生（令和３年３月卒）成人記念同期会（京成ホテルミラマーレ）
	 生徒２４０名、　同窓会役員４名、　恩師１１名　　合計２５５名参加

　１月２１日（土）	 令和４年度　定時理事会（母校講堂）

　１月３１日（火）	 今春卒業同窓会代表生徒と事務局長の打合わせ会（母校大会議室）

　２月　４日（土）	 令和５年度　総会・昼食会（京成ホテルミラマーレ）

　３月１７日（金）	 卒業記念品（卒業証書ホルダー）贈呈

　４月	 名簿管理システム名簿データ追加（令和５年卒）

　４月１５日（金）	 同窓会報発行（第５２号）

	２月１日発行では定時理事会報告が掲載できず、また同窓会の活動内容や
母校の状況を適宜知らせるために発行時期を変更します。

　６月	 卒業生講演会（１年・総合学習）　講師：昭和５６年卒の同窓生

１０月		 第７４期生・成人記念同期会打合わせ（京成ホテルミラマーレ）

	 卒業生講演会（２年・総合学習）「先輩に学ぶ」

	 同窓会報原稿執筆依頼発送

１１月	 第７４期生・成人記念同期会案内発送

	 令和６年度　定時理事会案内発送

１２月	 令和６年度　総会・懇親会案内発送

	 インターンシップ事業協力（１年希望者対象）

※中学校総合学習協力　社会人講演会

	 	 ※中学校総合学習協力　社会人講演会　	　

　	 	 　　日時・回数は同窓会企画委員会と中学校で協議して行います。

議案３
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2023（令和５）年度  同窓会会計 予算（案）
令和５年1月1日～令和５年12月31日

【I. 一般会計】
１．収入の部 （単位：円）

区    分 予  算  額 前年度決算額 比較増減 備    考
繰越金 12,668,118 2,364,467 10,303,651 
同窓会入会金 1,600,000 1,587,500 12,500 
同窓会費等 0 0 0 
寄付金 0 355 ▲355 
会報寄付金 1,200,000 1,411,747 ▲211,747 
名簿売上 54,000 108,890 ▲54,890 
雑収入 882 471 411 
特別収入 0 11,478,081 ▲11,478,081 
収  入  合  計 15,523,000 16,951,511 ▲1,428,511 

２．支出の部 （単位：円）
区    分 予  算  額 前年度決算額 比較増減 備    考

(1) 事業費 4,304,000 3,584,978 719,022 
卒業記念費 150,000 134,402 15,598 卒業証書ホルダー
会報発行費 550,000 522,500 27,500 同窓会報第52号印刷(7,500部前年同）

会報配布費 1,254,000 1,146,563 107,437 同窓会報第52号個別発送(5,600部）

卒業生講演会費 150,000 90,000 60,000 高校 総合学習

学校活動振興費 100,000 60,000 40,000 中学校 社会人講演会

委員会活動費 50,000 0 50,000 委員会打合せ
支部援助費 300,000 0 300,000 葛の花会通信費補助等
成人記念同期会支援費 950,000 1,245,963 ▲295,963 73期成人記念同期会

名簿管理システム整備費 800,000 385,550 414,450 名簿管理システム維持
(2) 運営費 1,030,000 698,415 331,585 
会議費 100,000 97,495 2,505 理事会・常務役員会
印刷費 200,000 82,310 117,690 総会・理事会資料印刷
通信費 350,000 330,108 19,892 総会・理事会案内ハガキ、電話料
慶弔費 50,000 0 50,000 弔電・生花
渉外費 150,000 150,000 0 会長渉外費
事務局関係費 50,000 36,916 13,084 ホームページ維持管理、事務用品
事務局整備費 80,000 0 80,000 事務局什器等整備
雑費 50,000 1,586 48,414 振込手数料等

(3) 母校支援金 300,000 0 300,000 部活動支援
(4) 予備費 9,889,000 12,668,118 ▲2,779,118 

支  出  合  計 15,523,000 16,951,511 ▲1,428,511 (1)+(2)+(3)+(4)

【II. 同窓会基金】
１．収入の部 （単位：円）

区    分 予  算  額 前年度決算額 比較増減 備    考
(1) 繰越金 117,562,234 116,915,954 646,280 清水基金、石田寄金
(2) 特別収入 0 644,494 ▲644,494 （前年；石田遺贈追加）
(3) 雑収入 2,000 1,786 214 利息

収  入  合  計 117,564,234 117,562,234 2,000 

２．支出の部 （単位：円）

区    分 予  算  額 前年度決算額 比較増減 備    考
(1) 一般会計への繰入金 0 11,478,081 ▲11,478,081 （前年；旧同窓会基金➀④⑤を一般会計へ振替）

(2) 事業費 0 0 0 
(3) その他 0 0 0 

支  出  合  計 0 11,478,081 ▲11,478,081 

次  期  繰  越  金 117,564,234 106,084,153 11,480,081 
支出合計＋次期繰越金 117,564,234 117,562,234 2,000 （収入合計と一致）

議案４

2023（令和５）年度　同窓会会計予算（案）
令和５年１月１日〜令和５年12月31日
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６　その他報告

１．名簿管理システムの現状とバージョンアップ対策

2016年から運用を開始した同窓会データベースは、昨年３月卒業した令和４年卒業生の名簿データ

（313件）を追加し、現在３８,５３８人の会員を管理しています。

このデータベースはPHPというプログラミング言語を使用して構築されているのですが、この言語も

WindowsなどのOSと同様、セキュリティリスクを回避するため随時バージョンアップを行いながら性能を

アップしています。同窓会データベースのバージョンもこれに対応して当初PHP5.3で作られ、5.6にも対

応できるように変更し運用してきました。しかし、最新のPHPバージョンは７または８となり、同窓会で運

用しているサーバでも古いPHPバージョンの提供を終了する可能性も出てまいりました。

最新バージョンでの動作確認をしたところ、今回は大幅なバージョンアップのため、対応するためにはプロ

グラム記述を大きく変更しなければデータベースの運用が不能になることが判明しました。このため、バー

ジョンアップに対応するようなプログラム開発を行うため、今年度から準備を開始いたします。

２．同窓会報の配布・寄付状況

■ 平成31年48号：7,500部印刷
在校生など校内利用	 1,600

同窓会総会での配布	 350

個別送付（寄稿者を含む）	 3,500

個別送付（成人記念同期会）	 300

地域・職域葛城会での配布	 500

ＯＢ会・学年同期会での配布	 1,100

	　　　　合　計	 7,350

■ 令和４年51号：7,500部印刷
在校生など校内利用	 1,500

個別送付（寄稿者を含む）	 5,300

地域・職域葛城会での配布予定	 200

ＯＢ会・学年同期会での配布予定	 500

　　　　　合　計	 7,500

同窓会報の発行状況（印刷数・個別送付・会報寄付金額）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
会報号 ４５号 ４６号 ４７号 ４８号 ４９号 ５０号 ５１号

印刷数 6,000 6,500 6,500 7,500 8,000 6,500 　   7,500 
個別送付開始 ※２ コロナ禍 ※３

個別送付数 1,500 1,650 2,800 3,800 3,800 4,000 5,300 
寄付金額（千円） 1,071 737 1,122 1,020 866 1,471 1,411 
寄付人数 167 105 192 173 176 231 230 

※44号以前は総会その他集会での配布が主。
※２）成人記念同期会学年に送付拡大
※３）配布内訳；校内利用（中高在校生など）1,500　地域・職域等、OB会、同期会等
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３．各地域・職域葛城会、ＯＢ会、同期会等の活動報告

４.　叙勲・褒章等（敬称略）

氏　名 卒業年 叙勲・褒章等 備　　考
林　 孝 二 郎 昭和39年卒 瑞宝中綬章

　　逝去（役員・理事）（敬称略）

氏　名 卒業年 逝去日 役　　　　職
高橋　登志男 昭和15年卒 令和４年９月17日 理　事
千 葉 滋 胤 昭和26年卒 令和４年４月20日 理　事
山 本 義 春 昭和28年卒 令和４年７月　日 理　事
松 村　 洽 昭和31年卒 令和４年12月24日 理　事
中 台　 誠 昭和32年卒 令和４年４月24日 理　事
大 野　 實 昭和33年卒 令和４年４月９日 理　事

予　定
年月日 種　類 卒業年 呼　称 備　　考

令和 5年 1月 3日 同期会 昭和54年 京成ホテルミラマーレ
令和 5年 4月 1日 同期会 昭和21・22年 最終 鮨割烹みどり
令和5年5月中旬 同期会 昭和38年 千葉高38会
令和5年6月10日 同期会 昭和37年 葛の花会
令和5年11月　 東京葛城会

年月日 種　類 卒業年 呼　称 備　　考
令和４年5月14日 同期会 昭和57年 オンライン同期会
令和４年5月16日 同期会 昭和39年 ゴルフ会
令和４年8月28日 同期会 昭和54年 京成ホテルミラマーレ
令和４年10月23日 同期会 昭和39年 喜寿の会 オオクラ千葉ホテル
令和４年11月7日 同期会 昭和39年 ゴルフ会
令和４年11月12日 同期会 昭和50年
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（総　則）
第１条	 本会は千葉県立千葉高等学校同窓会と称し、愛称を「葛城会」とする。
第２条	 本会は会員相互の融和向上を図るとともに、母校の充実発展に寄与することを目的とする。
第３条	 本会は事務局を千葉県立千葉高等学校内に置く。
第４条	 本会は第 2条の目的を達成するために次の事業を行う。

１．会員相互の親睦と啓発に寄与する各種行事の開催
２．会報・名簿の発行、ホームページ等による情報発信、講演会、懇談会の開催
３．母校の支援
４．その他本会の目的達成に必要な事業

（構　成）
第 5条	 会員は正会員または特別会員とする。

１．正会員は母校（千葉県立千葉高等学校及び千葉縣立千葉中學校）の卒業生及びかつて
母校に在学した者

２．特別会員は本校職員及び元本校職員
３．正会員は理事会の定めるところにより入会金及び会費を負担する。

第 6条	 本会は、同期同窓会、地域同窓会、職域同窓会、クラブＯＢ会等により構成される。
上記団体は、本会の目的にそって自主的、積極的に活動を行う。

（参与及び顧問）
第 7条	 母校及び本会に功績のあった者の中から参与若干名を常務役員会の議を経て会長が委嘱

することができる。
	 母校校長は顧問とする。
	 参与及び顧問は、理事会若しくは常務役員会に出席して意見を述べることができる。

（役員及び組織）
第８条	 本会に次の役員を置く。

⑴	会　長　　　１名	 ⑵	副会長　　４名（内女性１名以上）
⑶	理　事（第 11 条に定める）	 ⑷	常設委員会委員長　４名
⑸	監　事　　　３名	 ⑹	事務局長　１名
⑺	事務局次長　１名　	 ⑻	会　計　　１名

第９条	 会長及び副会長は理事会において選出する。
会長は本会を代表し理事会及び常務役員会を招集しその議長となり会務を総理する。
副会長は会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。

第 10 条	 常務役員会は次の役員により構成する。
	 ⑴	会　長	 ⑵	副会長

⑶	常設委員会委員長	 ⑷	事務局長
	 ⑸	事務局次長　	 ⑹	会　計

２　常務役員会は理事会から委嘱された事項を執行する。	

千葉県立千葉高等学校同窓会会則
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第 11 条	 理事は次により選出し、理事会の承認を得る。
⑴	年度理事……全日制及び定時制は、各年度から年度理事を選出する。
⑵	団体理事……地域同窓会・職域同窓会・クラブOB会選出理事……各団体 1名
⑶	校内理事……同窓の学校職員全員

第 12 条	 本会の事業を行うため下記の職務を実行する常設委員会を常務役員会のもとに設ける。
⑴ 総務委員会（業務全体の運営管理、学校との調整、理事会運営、財務に関する事項等）
⑵ 名簿委員会（名簿の管理、発行などに関する事項）
⑶ 企画委員会（講演会、懇談会、各種行事の開催に関する事項）
⑷ 広報委員会（会報、ホームページ等による情報発信に関する事項）

	 ２　委員会の委員長は会長の指名により、理事会において選出する。
	 ３　委員会は、委員長が理事及び会員の中から指名した委員で構成する。
	 ４　委員会には副委員長を置くことができる。
第 13 条	 監事は理事会において選出する。

監事は本会の財産状況を監査し、理事会において監査結果を報告する。
第 14 条	 事務局長は会長の指名により、理事会の承認を得て任命する。
	 ２	 事務局次長及び会計は、校内理事から互選し、理事会の承認を得て会長が任命する。
第 15 条	 役員の任期は２年とする。但し再任を妨げない。

（理事会）
第 16 条	 理事会は役員により構成し、定時理事会と臨時理事会に分ける。
　　　２　本会は毎年１回定時理事会を開催し、次に掲げる事項を議決する。
	 １．会則の変更

２．収支予算及び会費の拠出並びに徴収方法
３．収支決算の承認
４．常務役員会構成員の選出
５．その他特に重要な事項

　　　３　臨時理事会は次の場合に開催する。
１．会長が必要と認めた時
２．常務役員会が必要と認めた時

　　　４　理事会の議決は出席役員の過半数をもって決する。

（会計）
第 17 条	 本会の経費は、会費、入会金及び寄付金その他の収入をもってあてる。

	 2　本会の事業年度及び会計年度は、暦年とし毎年1月1日に始まり12月31日をもって終わる。
	 3　本会会計に一般会計と同窓会基金を置く。

（その他）
第 18 条	 本会則施行に関する細則は別に定める。

附　		則	 平成18年２月４日	一部改正
	 平成20年２月２日	一部改正
	 平成25年２月９日	全面改正
	 平成26年１月18日	一部改正
	 令和４年１月22日	一部改正
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同 窓 会 細 則

第 1条（事　業）
同窓会会則第４条４に掲げる事業は次の事業とする。
１．母校生徒を対象にした講演会の開催
２．生徒活動に対する支援・援助
３．勉学・競技等に優秀な成績を収めた卒業生個人・グループに対する顕彰
４．卒後第１回同期会の開催援助
５．各種同窓会活動に対する支援・援助

第 2条（理事会、総会・懇親会）
１．定時理事会は原則として毎年１月第３土曜日に母校において開催する。
２．会員相互の協和親睦を図るため、総会・懇親会を原則として毎年２月第１土曜日に千
葉市において開催する。
３．総会・懇親会の開催は当年還暦年度の同期同窓会の責任において行う。
４．総会・懇親会に要する経費は、原則として出席者全員からその都度徴収する。

第 3条（役員の任期と改選年）
１．役員の任期は改選年の理事会の日から次の改選年の理事会の日までとする。
２．改選年は西暦 2008 年を基準年とし、以後２年毎の年を改選年とする。
３．改選年の前年 12 月 15 日までに現理事の責任において選出母体の新理事の名簿を事務
局に提出しなければならない。

第 4条（同期・地域・職域等における同窓会）
１．本会は同期・地域・職域同窓会及びクラブＯＢ会等の同窓会を支援する。
２．これらの同窓会 ( 同期同窓会を除く ) が新たに団体理事を輩出する場合は、規約と役
員名簿を添えて会長の承認を得ることを原則とする。

第 5条（委員会）
会長は必要に応じ、会則第 12 条で定める以外の委員会を設けることができる。
１．委員会は、委員長が理事及び会員の中から指名した委員で構成する。
２．委員の任期は、選任された日から次の定時理事会の日までとする。但し、再任を妨げ
ない。

第 6条（事務局）
本会は事務局を設置し、事務局に事務局員を常駐させることができる。
１．事務局員の採用に際しては、常務役員会の議を経なければならない。
２．事務局員は会長及び事務局長の指示に従い、会務の執行を補佐する。

第 7条（入会金）
本会に入会を希望する者は、入会金として 1・２年時に 1,500 円、卒業時に 2,000 円を納入
するものとする。

第 8条（同窓会基金の設置と支出基準）
１．本会財務の将来における収支の変動及び高額を要する事業の実施に備えるため、本会会計に
同窓会基金を設置する。
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２．同窓会基金は会員等からの多額の寄付金を以てその原資とする。
　　（参考：寄付の経緯）

	 	 	 ①	清水　俊氏（昭和８年卒）　平成14年寄付　　1,000万円

	 	 	 ②	石田康治氏（昭和50年卒）　令和3年遺贈　　95百万余円

	 ３．同窓会基金の支出に当たっての手続及び支出基準は以下の通りとする。
１）　同窓会基金の支出は収支予算に計上し、その収支予算及び収支決算については一般

会計と同様に理事会の議決、承認を要する。
２）　支出の使途の適正を図るため、会則第２条・第４条および本細則第１条に掲げる本

会の目的・事業に鑑み、慎重に検討すること。

第 8条（細則の改廃）
この細則は理事会の議を経て改廃することができる。

附　則（施行期日）
平成20年２月２日	施行開始
平成21年２月７日	一部改正
平成25年２月９日	一部改正
平成26年１月18日	一部改正
平成28年１月23日	一部改正

　　　		令和４年１月22日	一部改正



− 12 −

2023（令和５）年度　千葉県立千葉高等学校同窓会
定時理事会出席予定者名簿

2023（令和５）年度　千葉県立千葉高等学校同窓会 定時理事会出席予定者名簿

（同窓会関係）

役員

会長 林　孝二郎（39）

副会長 森　　茂(44)、　　戸谷　久子(46) 、　　先田　幸次郎（定49）、　池田　知行（54）

事務局長 阿佐　幸雄（35） 事務局次長 川島　康行(58) 会計 山田　千代子(56)

参与 佐藤　英幸（36）

監査 山本　康昭（38）、　能勢　智(54)

支部役員

葛の花会 永田　忠以(37）  東京 箕輪　正美(44) 東金 佐久間　邁(33)

船橋 中山　泰正(42) 千葉 本間　充武(38) 成田 松田　徹之（39）

理事

昭和　21 土屋　剛 38 本間　充武(再掲) 47 豊田　淳郎

22 斎藤　喜久三 山本　康昭(再掲) 49 嶋田　政昭

27 渡辺　誠治 39 畠山　一雄 定49 先田　幸次郎（再掲）

30 大塚　正明 林　孝二郎(再掲) 51 須藤　輝男

早川　英明 松田　徹之(再掲) 54 池田　知行(再掲)

31 山中　齊 山口　光濟 御園生　博文

32 井谷　延夫 定39 三井　芳夫 56 佐々木　浩志

中村　敏信 40 沢田　茂 57 鈴木　卓

33 佐久間　邁（再掲） 41 永栄　潔 土屋　保之

鈴木　雅博 古川　光一 豊田　聡

高沢　純一 42 田邊　政裕 吉田　節子

34 伊藤　貞雄 中山　泰正（再掲） 58 門山　宏哲

35 阿佐　幸雄（再掲） 44 箕輪　正美（再掲） 定59 山本　誠司

小川　善之 森　　茂（再掲） 61 増田　淳

36 佐藤　英幸（再掲） 45 水谷　正彦 　平成　 2 宮下　賢一

関根　眞佐子 46 上原　和男 8 辻田　隆信

蛭田　隆 篠原　正人 12 東　寿浩　　

37 櫻井　武之 髙﨑　正雄 　令和　 3 星野　匠海

定37 永田　忠以（再掲） 戸谷　久子（再掲） 4 小出　幹太

19 19 18
理事・役員　58名

（学校関係） 校内事務局

校長 佐藤　晴光 昭和 56 山田　千代子（再掲）

副校長 茂呂　崇 58 川島　康行（再掲）

副校長 川俣　正仁 59 宮郷　陽子

教頭 高野　勝 平成 30 岡田　正大 職員　4名

事務主幹 君嶋　達也 学校関係　5名

以上　　　　　　　67名

令和５年１月19 日現在


